
Signal Recycling Cavity -SRC-を折り返したときのIR の回復
Front Mirror におけるレンズの効果も考慮
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目的：折り返しでどれだけIRが良くな
るかをみる。

1. Armが共振するようにPR2の曲率を調節。
2. SRMの曲率を調節してIRを上げた。
3. ITMの曲率に逆相のエラー入れ、IRが最高と
なるようにETMの位相を変えた

SRC折り返しなし

1. 折り返しなしの時のPR2の曲率を採用。
2. SR2の曲率を調節してIRを上げた。
3. ITMの曲率に逆相のエラー入れ、IRが最高と
なるようにETMの位相を変えた

SRC折り返しあり
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計算に使用したパラメータ
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結果
(NorthEnd, NorthFront, EastEnd, EastFront) のROCを(0, +, 0, -) でエラーを入れた。
ETMでの位相変化をdetuneして、SRMの曲率もふって、IRの計算を行った。
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ITMのレンズ効果なし（西田さんの計算）：ROC errorは+-1%

unfolded SRC
detune[degree] -2% -1% opt 1% 2%

-0.0047 251.959 251.183 250.253 249.145 247.86
folded SRC
detune[degree] -2% -1% opt 1% 2%

-0.0046 258.012 258.003 257.993 257.984 257.974


